
　縦のカギ
① 境界などに設置する反対側が見える囲い。フェ
ンスともいう。

② 子育てに積極的に関与する父親、男性を指す俗語
③ 農業を家業としている世帯や、その家屋のこと。
④ 皮膚の下にあり、比較的体の表面に近い部分に
蓄積する脂肪のこと。

⑤ 屋根を流れる雨水を集め、下水に導くための装置
⑥○○○○ランプ、○○○○ヒーター
⑩ 明治・大正時代に造られた倉庫で、横浜、函館、
舞鶴が有名

⑪ 人気があった単行本の認知度をさらに広げるた
めに行う施策

⑬ 家計での収入、支出などを記入する帳簿
⑮ 姉妹で女優、歌手。〇〇〇真子、〇〇〇陽子
⑰ 京都の北山周辺で栽培される伝統野菜で、田楽・

煮物などに使われる。
⑲植物が発芽するもとになるもの

　横のカギ
① オー・ヘンリーの短編小説。太田裕美の曲
⑦自然数の掛け算を暗記する方法
⑧ 本来の道を行かず、遠回りする道路こと。
⑨ 江戸時代、町奉行の与力や同心に私的に雇われ、
犯罪人の捜査・逮捕に従事した者

⑪◯◯◯財、◯◯◯庁、◯◯◯の日
⑫ 航空機・潜水艦などの移動基地。航空◯◯◯
⑭玄関で年賀の客の挨拶を受けること。
⑯ 滋賀県南部のほぼ中央に位置し、旧甲賀郡の一
部にあたる。

⑱ 薄く平らにした木材。まな◯◯、はご◯◯
⑳３代将軍徳川家光の乳母

　応募方法　 はがき又はFAXに、①こたえ ②氏名 ③住所 ④年齢 ⑤今回号で特
に関心があった記事（複数回答可） ⑥「福祉パレット」を読まれた感想を書いてお
送りください。正解者の中から抽選で５名に図書カードをプレゼントします。
送 り 先　  〒617－0002　向日市寺戸町西野辺1－7　向日市福祉会館内　

向日市社協　地域福祉推進課　FAX.933－4425

こたえ
A B C D E

わくわく クロスワードパズル
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ D

⑦ ⑧

⑨ ⑩ A

⑪ ⑫ ⑬ B

⑭ ⑮ C

⑯ ⑰ ⑱ ⑲

⑳ 　 E

向日市社会福祉協議会からのお知らせ

前回号のクロスワードパズルの答えは、「ぎおんま
つり」でした。 図書カードプレゼントの当選者につ
いては、発送をもってかえさせていただきました。 

日　時

令和５年11月19日（日）
正午から午後３時30分まで

第16回
社協まつりを
開催します！

締め切り
令和５年

10月31日（火）まで
必着

令 和 ４ 年 度 の 事 業 報 告
地域福祉活動の一層の推進1

① 地区社会福祉協議会（地区社協）への支援 （８地区）
② ふれあいサロン活動団体への支援 （14団体）
③ ご近所福祉推進団体への支援 （５団体）
④ 地域の絆づくり講座の開催 （計３回・参加者108名）
⑤ 向日市社協ボランティアセンターの運営

（登録ボランティア355名）
⑥ 福祉教育・ボランティア学習プログラムの実施（２回）
⑦ ボランティア体験プログラムの実施 （参加者３名）
⑧ 点訳ボランティア養成講座の開催

（計５回・参加者５名）
⑨ 災害ボランティア養成講座の開催 （参加者12名）

⑩ 見て、作って、楽しい！みんなで防災体験！の開催
（参加者97名）

⑪動画作成講座の開催 （参加者21名）
⑫ 子育て親育ち講座の開催 （計２回・参加者14組）
⑬ まごころ見守り定期便の実施 （利用者86名）
⑭ 歳末おかたづけ応援隊の実施 （利用者57名）
⑮長寿祝品の贈呈 （14名）
⑯ 地域サポートセンターむこうの運営

（利用者28名、地域サポーター26名）
⑰福祉団体への助成 （４団体）
⑱車いす貸出事業の実施 （137件）
⑲ レクリエーション備品等貸出事業の実施 （135件）
⑳新成人への福祉啓発の実施
㉑ 地域健康塾 （計425回・参加者4,860名）
㉒ 介護予防出前講座の開催 （計２回・参加者15名）
㉓聴こえの相談会の実施 （参加者８名）
㉔ 私たちの生きづらさミーティング〈オンライン〉の実施

（参加者１名）
㉕ 認知症サポーター養成講座の開催

（計６回・参加者244名）
㉖ 認知症家族介護者交流会の開催 （参加者12名）
㉗ 第４次地域福祉活動計画の策定 （委員会４回）

地域包括ケアシステムの構築2
①向日市地域包括支援センターの運営 （相談4,238件）
②障がい者地域生活支援センターの運営（相談6,758件）
③ 生活困窮者自立支援制度における各事業の実施

（相談1,379名）
④資金の貸付 （83件）
⑤福祉サービス利用援助事業の実施 （利用者24名）
⑥福祉相談の実施 （相談６件）
⑦認知症地域支援事業の実施 （相談174件）

質の高い介護保険事業の実施3
① 通所介護及び介護予防デイサービスの実施

（開所日304日、利用回数10,181回）
② 訪問介護及び介護予防サービスの実施

（利用者240名、訪問時間21,648時間）
③ くらしサポートサービスの実施

（利用者11名、訪問時間312時間）
④ 居宅介護支援の実施

（利用者230名、プラン作成数2,351件）
⑤要介護認定訪問調査の実施 （63件）
⑥ 障がい福祉サービスの実施

（利用者27名、訪問時間4,488時間）

法人の健全な運営4
①理事会の開催 （３回）
②評議員会の開催 （２回）
③評議員選任・解任委員会の開催 （２回）
④監事会の開催 （２回）
⑤ 会員募集、寄付金等の受入れ

（会費3,371,300円、寄付金1,763,529円）
⑥むこう市社協だより「福祉パレット」の発行 （３回）
⑦ホームページ及びSNSの運用
⑧福祉会館の管理運営 （貸館782回）
⑨共同募金運動の実施 （募金額4,111,066円）

●① ●⑩ ●⑫

●⑬ ●㉒ ●㉓

会費・寄付金等
収入 5,135

福祉会館管理料
8,287

共同募金
配分金 2,548

障害者自立
支援等収入
31,548

積立資産取崩
収入 29,672

その他の収入 7,893

補助金・
委託金
84,588

介護保険収入
244,892

収入
414,563

支出
402,780

人件費
313,780

事業費
9,026

事務費
65,077

貸付事業支出 25

助成金 4,980

施設設備等支出
9,892

令和４年度 向日市社会福祉協議会決算概要 （単位：千円）

デイサービスセンター職員募集
　デイサービスセンターで職員を募集します。未経験者も大歓迎！
お気軽にお電話ください。
［職種］ ケアワーカー（介護職員）
［仕事内容］  入浴、食事、排泄の介助などの身体介護、送迎添乗、レ

クリエーションなど
［勤務形態］ 非常勤（週３日程度）
［勤務時間］  午前８時30分～午後４時30分、

または午前９時～午後５時　※休憩１時間あり
［休日］ シフト制（日曜日・年末年始等）
［募集人員］ ２名　　 ［給料］ 時給　1,230円～
［待遇］  交通費支給（規定あり） ※自転車・バイクでの通勤可

年次有給休暇（６か月後から）、労災保険加入あり、ユニフォー
ム貸与、資格取得助成制度あり、試用期間３か月あり（条件同じ）

［資格要件］ 資格不問（未経験者も歓迎）
［選考方法］ 面接　　 ［採用時期］ 応相談
［応募］  電話連絡のうえ、履歴書（写真貼付）を下記まで提出

※見学可　※時間・曜日相談可
［お問合せ］  向日市社協デイサービスセンター（採用担当者）

〒617-0002 向日市寺戸町西野辺１- ７
向日市福祉会館内　TEL.931-3294
受付時間：日曜日を除く午前10時～午後５時

「向日市を巡ろう! スタンプラリー第２弾」を開催します !
　向日市を巡る「スタンプラリー第２弾」を実施します！市内の事業
所や個人商店、公共施設の約50か所が地点となります。
　向日市ならではの豪華な景品を用意していま
す！スタンプラリーに是非ご参加ください！

［期間］  令和５年10月１日（日）～11月30日（木）の２か月間
［参加方法］  ①向日市社協公式LINEをお友達登録

② ショップカード機能を使用し、スタンプを順次
獲得。

※申込は福祉会館で受付予定。
※ 令和６年１月から順次当選者の発表予定。
［お問合せ］ 地域福祉推進課　TEL.932-1960
※ 受付時間：土日・祝日を除く午前９時から午後５時まで

ホームヘルプセンター臨時職員募集
　雰囲気が良く、明るく楽しい職場です！あなたの資格、
活かしませんか？ご応募お待ちしております。
［職種］ ホームヘルパー
［雇用条件］ ●時給／1,530円～1,980円（他、諸手当あり）

※ ただし、勤務時間帯、曜日、経験年数によっ
て異なります。

　　　　　 ●勤務日／週１回から可能（要相談） 
●勤務時間／午前８時～午後７時の間で希望時間 
●勤務場所／向日市

［資格要件］  介護職員初任者研修修了者（旧ホームヘルパー
２級）、介護福祉士などの資格をお持ちの方 
※ 資格をお持ちでない方への資格取得助成制
度があります。（応相談）

［採用人数］ 3名程度
［申し込み］  電話で、向日市社会福祉協議会　ホームヘル

プセンター（TEL.932-1968）中澤まで

善意のご寄付ありがとうございました
（令和５年７月24日～８月17日）

匿名 2,594円

※ 詳細は向日市社協ホームページの「スタンプ
ラリー第２弾」ページをご覧ください！
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お問合先 ▶ 地域福祉推進課　932-1960 お問合先 ▶ 地域福祉推進課　932-1960 お問合先 ▶ 居宅介護支援センター　931-3030

お問合先 ▶ 地域福祉推進課　932-1960

高齢者のくらしを支える 地域サポーター 共同募金の助成金
　共同募金の助成は、地域の福祉活動や高齢者の見守り活動、社会福祉施設の改修など、街をより良くするための活
動に使われています。今回は２つのボランティア団体に、助成金の使い道と、助成金によって活動にどのような変化
があったか、お聞きしました。 

　2008年から地域の子どもたちや子育てに
関わる人々に向けて、生演奏と映像の人形劇
「おはなしコンサート」や絵本の読み聞かせ、
パネルシアターなどの公演を行っています。
舞台で使用するものはすべて手づくり。共同
募金の助成金は、主に人形劇の材料費と修繕
費、マイクやプロジェクターといった舞台装
置の消耗品に使用しています。当初はメン
バーの持ち寄りで、壊れても修理できなかったり、規模拡大による費用負担が課題で
したが、助成金のおかげで活動を継続することができてとても嬉しく思っています。

　間伐竹を有効活用した竹ぼうきづくりや、物集女竹
林遊歩道の清掃活動をしています。また、竹を使った
工作のワークショップを開き、地域交流活動にも力を
入れています。共同募金の助成金は、主にこのワーク
ショップの材料費として活用しています。ネジやボン
ド、ドリルの部品などを購入し、竹を骨組みにしたドー
ムや竹ベンチなどを備えたオリジナルの休憩所づくり
をしています。募金のおかげでワークショップの参加
費を無料にできているのも有難いですね。今後は出張
工作にも挑戦しつつ、美化活動を続けていきたいです。

　介護が必要になった高齢者が住み慣れた地域で人と人とのつながりを大切に、安心して暮らし続けることができ

るよう、地域でちょっとしたサポートをするボランティア協力者（地域サポーター）を募集しています。 

　自分の空いている時間を少し活かして、地域の支え合い活動に参加してみませんか。 

活動日時 　 平日の午前９時～午後４時30分頃まで
（利用者宅へ週に１回、１時間程度、ご希望の時間に訪問いただき
ます。）

活動内容 訪問人数 訪問回数 所要時間 報酬額

お話し相手・
散歩など ２人１組訪問 週１回 利用者宅にて

１時間以内 100円／回

見守り安否確認 １人訪問 週１回 玄関先で
10分程度 100円／月

ゴミ出し １人訪問 可燃週１回、
不燃月１回

玄関先から
ゴミ集積場まで 100円／月

※ 上記以外の支援で、関係機関からの相談があれば、その都度地域サポーターと協議し可能な範囲で対応します。
※ 毎月１回、第４月曜日の午後１時30分～定例会（活動報告会）を実施しています。気軽にご参加、見学く
ださい。

※活動のコーディネートはセンタースタッフが調整します。活動頻度など、気軽にご相談ください。

左：川上洋子さん
右：林田久美子さん

令和５年度共同募金の助成金で行う予定の事業

じぶんの町を良くするしくみ
赤い羽根共同募金
　向日市社協では毎年、「赤い羽根共
同募金」と「地域歳末たすけあい募金」を実施してい
ます。昨年、「赤い羽根共同募金」では2,132,457円
を、「地域歳末たすけあい募金」では1,978,609円を
募り、地域の福祉活動や高齢者の見守り活動など、町
を良くするための活動に使いました。
　今年も10月１日から、共同募金活動が始まりま
す。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

あなたの福祉活動に助成金が活用できます！
　歳末たすけあい募金の地域福祉活動団体助成の募集が始まります。
　福祉関係団体等が取り組む地域福祉の推進を目的とした事業に
対して、助成を行います。地域福祉推進課にて配布する申請書類又
は向日市社会福祉協議会のホームページからダウンロードできる
申請書類に必要事項を記入の上、募集期間内に窓口に提出してくだ
さい。
※助成額は、向日市共同募金委員会審査委員会を経て決定します。
助成金申請期限　令和５年11月15日（水）まで
　詳しくは、向日市社会福祉協議会のホームページをご確認ください。

外嶋純子さん

わたしが選ぶ 「自分「自分らしくらしく生きる」」 こと

地域サポーター

共同募金

地域サポーター

地域の方、そしてご自身の元気づくりに取り組みませんか？

お問合先 ▶ yb.takebo@gmail.com

安田かおりさん
（代表）

別所恵美子さん 寺﨑正直さん
（代表）

●車いす・備品貸出事業　●福祉相談事業　●社協まつり
● 福祉教育・ボランティア学習プログラム

　「おはなしボランティア」は、地域サポーターが二人
一組で利用者さん宅に伺い、話し相手になります。話
の内容は趣味や生活の不安など、利用者さんによって

さまざま。私たちは、会話のなかで利用者さんが興味
を持っていることを引き出すために、共感力や傾聴力
を大事にし、否定的な言葉を使わないようにしていま
す。もちろん、他人との会話が苦手な方もおられます
ので、その時は折り紙をしたり、童謡を歌ったりと、
臨機応変に対応します。
　利用者さんは人生の先輩でもあります。勉強になる
話が聞けたり、生きるヒントをもらうことがあり、楽
しいですね。地域サポーター自身も高齢化しているの
で、活動を通して地域の人と接点を持つことの大切さ
を感じています。
　地域サポーターは現在24人が登録していて、年齢層
は50～80代と幅広く、主に70代が活躍しています。
地域サポーターを始めたきっかけは、定例会として実
施される活動報告会でした。サポート内容で判断に
迷ったことや困りごとは全員で共有し、解決策を話し
合う場があり安心しました。そのため、毎回の活動も
気持ちにゆとりを持って、冷静に取り組むことができ
ています。

　長森さんは小学生のころに現在の家
に家族で転居。結婚後も住み続け、ご
主人が40代で亡くなったあと一人で
暮らしています。平成16年に両股関節
人工置換術、平成24年にペースメー
カー埋め込み術を経験。前屈ができな
いため、週１回のヘルパーによる掃除
支援利用のほか、玄関の手すりと歩行
器をレンタルしています。
　一方で、お試しの利用体験ののち、
利用しないという決断をされたのが、
デイサービスです。長森さんにとって
「自分で家のことをする」のが元気の
源。近所の散歩を日課とし、シルバー
カーを押しながら「30歩、50歩、100

歩と数えながら歩いている」といいま
す。「自分でできることが幸せ。やらな
くなると、身体がダメになると思う」
とも話し、現在の状態を維持するため
の努力を欠かしません。
　戦後、同志社大学の外国人宣教師の
住まいでハウスキーピングの仕事を経
験したことで、今でも家事全般はお手
のもの。毎日３食を自身で作り、季節の
花を飾ったり、のれんを変えたりと、
日々のくらしを大切にしています。ま
た、長男、長女とは車で買い物に一緒
に行くなど、良好な関係を築いていま
す。実は、今年４月には自宅で転倒して
入院した長森さん。さすがにご家族も

地元で働いたあと、結婚のため向日市
に移住。子育てをしながら25年間にわ
たり、保育現場の最前線に立ち続けま
した。
　平成24年にご主人が他界され、それ
以降は一人暮らし。７年前に自宅で転
倒し、２週間入院を経験。変形性膝関
節症と不整脈を患っているため、主治
医から「10数えてから立ち上がるよう
に」と言われているそうですが、「すぐ
忘れて、つい動いてしまうのよ」と、
長谷川さんは苦笑いを浮かべます。
　現在は要介護１で、週４回のヘル
パー訪問を利用しています。掃除やゴ
ミ出し、買い物や調理が主な支援内容
で、「いつも『おはようございます！』っ

一人での生活を心配されていました。
しかし、杖をついて歩けるためポータ
ブルトイレは不要、シャワーも自分で浴
びられるとご自身で判断。ご家族も「お
母さんらしい」と納得されたそうです。

にしのおかにしのおか
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こんなふうに
活用されています

　向日市社協居宅介護支援センターでは、利用者に合わせて作成したケアプランに
沿った福祉サービスの提案をしています。具体的には、デイサービスや訪問介護サー
ビス、福祉用具（手すり・歩行器）、自費電動ベッドなどの福祉サービスの提案を行っ
ていますが、お試し期間や利用体験を経て、利用に至らないケースもあります。今回
は、ヘルパーによる週１回の掃除と福祉用具の利用のみを決められた長森芳子さん
に、どのような想いでサービスの取捨選択をされたのか、インタビューしました。

介護
サービス
利用

☆　☆　☆

　長森さんのように自己決定できる方
は少数かもしれませんが、どのような
心身の状態にあっても、「自分らしく生
きる」ことはとても大切なことです。
向日市社協居宅介護支援センターで
は、みなさんが「笑顔で、自分らしく
生きる」ためのお手伝いをしています。
お気軽にご相談ください。

interview

　滋賀県出身の長谷川さん。夏は水
泳、冬はスキーと活発な青春時代を過
ごします。父親から資格取得を勧めら
れ、高校卒業後は憧れた警察官ではな
く、保育士の道を選びました。５年間

長谷川壽賀子長谷川壽賀子さんさん
（89歳）（89歳）

優しい人ばかりで
助かっています

ヘ

ルパ
ーとともに 3

て挨拶してくれて、こっちも元気にな
る。優しい人ばかりで、助かっている
のよ」と長谷川さん。調理の時間には
ヘルパーと一緒に玉ねぎの皮を剥いた
り、話が弾んで好きな演歌歌手や“初
恋”の話で盛り上がることもあるそう
です。
　「ヘルパーさんはなくてはならない
存在やね」と語る、長谷川さん。日頃
から「かきくけこ」（か＝かんしゃ、き
＝きぼう、く＝くふう、け＝けんこう、
こ＝こいをする）を心掛けているとい
い、ヘルパーとのやり取りを含めて、
一日の出来事をノートにまとめている
ことも、心身の安定につながっている
ようです。

お話し相手

ゴミ出し

長森芳子長森芳子さんさん

毎日が笑顔記念日


